




17ゼミ 108テーマ 2011万円
＊2024年度

18校と協働 37機関と協働

＊注釈のないものはすべて2024年度実績

＊2024年12月4日時点

3コマ



３年生：４名

２年生：１名

ゼミ生

大学生：２名助手

８都府県12校連携校

クリアランス金属のリサイクルと同制度の理解促進に向けた実践テーマ
Recycle of General Steel Waste: Promotion of Reusing Clearance.

「福井県高校生の原子力に関する意識調査」から見 えてくるもの
Survey research of Fukui Prefecture High School Student's Mindset/Attitude Towards Atomic Energy 2024.

など４テーマ



Ⅰ 学びの主役は生徒



地層処分 意識調査 クリアランス資源のリサイクル

第８回ゼミ交流会in上野学園高等学校

（2024.06.02）

日本原子力学会春の年会 【東京大学駒場ｷｬﾝﾊﾟｽ】

（2023.03.13）

2024年度は８校協働探究形式で国内外９地域で実施

学びを社会にどう還元するか

・文句で終わらない

→ 「脱・～してほしい」

・３年間で答えを見つけない

→ 社会の矛盾を知る

電力生産地と消費地との橋渡しを目的に福井県美浜町で実施
（2024年度は町および奨学金財団支援のもと3月と8月の2回実施）



高等学校学習指導要領「総合的な探究の時間編」（平成30年7月告示）



テーマ



テーマ



・扱う主題の価値や話題の大小は探究テーマの評価と何ら関係がない

・テーマを俯瞰するのではなく、テーマにどう関わるか

・「環境」＝Nature, Environment, Surroundings, Environ …

・探究学習で肝要なのは自己との対話



Ⅰ 学びの主役は生徒
→ 「地層処分」そのものが探究テーマではない

テーマは「地層処分×私」である

＝「私がどう地層処分に関わるのか」



Ⅱ 問い立てを強制しない
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Ⅱ 問い立てを強制しない
→ 問い立てには「知ること」に加えて「参加の仕方」

を学ぶ必要がある＝型にはまることも大切



Ⅲ 教科との往還を意識



太陽電池の活用（地理/理科）

自作モジュールのしくみ（理科）

モジュール自作の過程（工業）

なぜ青色なのか（？）





Ⅲ 教科との往還を意識
→ 探究学習のなかで教員の最も重要な役割は

このパートだと（個人的には）思います



Ⅳ 「楽」がキーワード
→ 教員が楽しくないと生徒は安心して学べない

生徒個々のテーマを「地層処分」につなげるために

先輩たちの活動はカタチが残るように留意する
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